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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアバッグであって、このエアバッグは、ガス発生器から膨張させるエアバッグ内の一
つ又は複数のゾーンに達している主となるアウター・ガス流路ダクトと、前記アウター・
ガス流路ダクト内に装着される別個のインナー・ガス流路ダクトとを有し、このインナー
・ガス流路ダクトと前記アウター・ガス流路ダクトとは、ガス発生器に接続すべき帯域端
部において、相互に固定されるダクト径方向で所定長さの複数の領域を有しているもの。
【請求項２】
　インナー・ガス流路ダクトの二つの領域がアウター・ガス流路ダクトの二つのそれぞれ
の領域に固定されている請求項１によるエアバッグ。
【請求項３】
　前記アウター・ガス流路ダクトは、一つのシートを重ねた二つの織物層から形成され、
前記インナー・ガス流路ダクトは、一つのシートを重ねた二つの織物層から形成され、前
記アウター・ガス流路ダクトを形成する織物層の前面の層は、インナー・ガス流路ダクト
を形成する織物層の前面の層の一つの領域に固定され、前記アウター・ガス流路ダクトの
織物層の後側の層は、前記インナー・ガス流路ダクトの織物層の後側の層の別の一つの領
域に固定されている請求項２によるエアバッグ。
【請求項４】
　前記二つの領域は、位置がずれていて、重ならないようになっている請求項３によるエ
アバッグ。
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【請求項５】
　インナー・ガス流路ダクトには、突出する複数の耳が設けられ、これらは、前記アウタ
ー・ガス流路ダクトの端部からはみ出ていて、折り返し線にそって折り返され、前記アウ
ター・ガス流路ダクトの端部に重ねられ、前記耳は、前記アウター・ガス流路ダクトを形
成する織物層に固定されている請求項１又は請求項２のいずれか一つによるエアバッグ。
【請求項６】
　各耳は、平らにされたとき、前記インナー・ガス流路ダクトの直径よりも大きくなく、
各耳は、前記アウター・ガス流路ダクトを形成する織物層のそれぞれに折り返されて重ね
られ、各耳は、それが重ねられた織物層に固定されるようになっている請求項５によるエ
アバッグ。
【請求項７】
　各耳は、平らにされたとき、前記インナー・ガス流路ダクトの直径よりも大きな寸法の
もので、前記耳は、前記アウター・ガス流路ダクトの外面側へ折り返されて重ねられ、か
くして前記耳は前記インナー・ガス流路ダクトには重ならずに、前記アウター・ガス流路
ダクトを形成する織物層の方に固定されるようになっている請求項５によるエアバッグ。
【請求項８】
　前記ダクト端部からはみ出る耳の少なくとも一つの前記折り返し線には、溝があいてお
り、前記エアバッグには、前記溝に通されるように配置のタブが設けられている請求項５
から請求項７のいずれか一つによるエアバッグ。
【請求項９】
　前記耳の少なくとも一つには、孔が設けられ、前記アウター・ガス流路ダクトと前記イ
ンナー・ガス流路ダクトとにも孔が設けられていて、その結果、前記耳又は耳の各々にお
ける孔は、前記アウター・ガス流路ダクトと前記インナー・ガス流路ダクトとにおける共
働する孔に正合するようになっている請求項５から請求項８のいずれか一つによるエアバ
ッグ。
【請求項１０】
　前記インナー・ガス流路ダクトには、前記突出の耳から離れた位置に少なくとも一つの
別の孔が設けられている請求項９によるエアバッグ。
【請求項１１】
　前記帯域は、軸方向に延びたタブに位置し、これらタブは、インナー及びアウター・ガ
ス流路ダクトの端部からダクトの長手方向につき出ている請求項２によるエアバッグ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　この発明は、エアバッグ、特に詳しくは所謂ガスで膨張するカーテンの形態をしてい
るエアバッグに関するものである。
【０００２】
　もともと通常では自動車の天井内に収納されていて、膨張すると、自動車の側面窓近く
に張り出してくる所謂“膨張するカーテン”の形態になっているエアバッグの提供が提案
されている。
【０００３】
　このような膨張するカーテンは、極めて短時間で膨張しなければならず、したがって、
この種の膨張するカーテンに関連のインフレータ又はガス発生器は、大量のガスを極めて
短時間で発生すようにされている。したがって前記エアバッグ展開時、前記エアバッグに
流入するガスは、極めて強烈な流れになっている。
【０００４】
　前記エアバッグの織物に与える損傷の危険をなくすために、この種のエアバッグに充填
インナースリーブを設けることが提案されている。この種のエアバッグは、ＧＢ－２３５
７４６７Ａに記載されている。
【０００５】
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　このインナースリーブは、ガスの主流ダクトと同軸になっており、当然なことながら、
前記インナースリーブを通ってガスがエアバッグへ導入される点が重要な点になっている
。例えば、ガスが前記インナースリーブと通常のガス流ダクトとの間に噴射されように、
ガス発生器が膨張するカーテンに接続していると、通常のガス流ダクトのほとんどは、ガ
ス発生器又はインフレータから激しく流出するガスにより損傷してしまう。
【０００６】
　この発明は、ガス発生器のエアバッグへの誤接続のおそれをなくしたり、又は、避ける
ことができる改良されたエアバッグを提供しようとするものである。
【０００７】
　この発明によれば、エアバッグが提供され、このエアバッグは、アウター・ガス流路ダ
クトとインナー・ガス流路ダクトとを有し、前記主ダクトは、ガス発生器から膨張させる
エアバッグ内の一つ又は複数の帯域に達しており、前記インナー・ガス流路ダクトは、ガ
ス発生器に接続すべき領域において、アウター・ガス流路ダクト、インナー・ガス流路ダ
クト及びアウター・ガス流路ダクト内に装着され、互いに固定される帯域を有しているも
のである。
【０００８】
　一つの実施の態様においては、インナー・ガス流路ダクトの二つの帯域がアウター・ガ
ス流路ダクトの二つのそれぞれの帯域に固定されている。
【０００９】
　実際的には、アウター・ガス流路ダクトは、二つの重ねられた織物層から形成され、イ
ンナー・ガス流路ダクトは、二つの重ねられた織物層から形成され、前記アウター・ガス
流路ダクトを形成する織物層の上側の層は、インナー・ガス流路ダクトを形成する織物層
の上側の層の帯域に固定され、前記アウター・ガス流路ダクトの織物層の下側の層は、前
記インナー・ガス流路ダクトの織物層の下側の層の帯域に固定されている。
【００１０】
　前記二つの領域は、位置がずれていて、重ならないようになっていることが有利である
。
【００１１】
　別の実施の態様においては、インナー・ガス流路ダクトには、突出する複数の耳が設け
られ、これらは、前記アウター・ガス流路ダクトの端部からはみ出ていて、折り返し線に
そって折り返され、前記アウター・ガス流路ダクトの端部に重ねられ、前記耳は、前記ア
ウター・ガス流路ダクトを形成する織物層に固定されている。
【００１２】
　この実施の態様の一つの態様にあっては、各耳は、平らにされたとき、前記インナー・
ガス流路ダクトの直径よりも大きくなく、各耳は、前記アウター・ガス流路ダクトを形成
する織物層のそれぞれに折り返されて重ねられ、各耳は、それが重ねられた織物層に固定
されるようになっている。
【００１３】
　この実施の態様の別の態様にあっては、各耳は、平らにされたとき、前記インナー・ガ
ス流路ダクトの直径よりも大きな寸法のもので、前記耳は、前記アウター・ガス流路ダク
トの外面に折り返されて重ねられ、前記耳の一部は、前記インナー・ガス流路ダクトに重
ならず、前記インナー・ガス流路ダクトに重ならない前記耳の一部は、互いに固定され、
前記アウター・ガス流路ダクトを形成する織物層に固定されるようになっている。
【００１４】
　好ましくは、前記突出する耳の少なくとも一つの前記折り返し線には、溝があいており
、前記エアバッグには、該スロットに通されるように配置のタブが設けられている。前記
エアバッグのタブは、前記スロットに通され、前記インナー・ガス流路ダクトが前記エア
バッグ内に挿入されすぎないようにする。
【００１５】
　好ましくは、前記少なくとも一つの耳には、孔が設けられ、前記アウター・ガス流路ダ
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クトと前記インナー・ガス流路ダクトとにも孔が設けられていて、その結果、前記耳又は
耳の各々における孔は、前記アウター・ガス流路ダクトと前記インナー・ガス流路ダクト
とにおける共働する孔に正合するようになっている。実際的には、各耳には、孔が設けら
れ、前記アウターとインナー・ガス流路ダクトそれぞれに二つの孔が設けてある。
【００１６】
　実際的には、前記インナー・ガス流路ダクトには、前記突出の耳から離れた位置に少な
くとも一つの別の孔が設けられている。
【００１７】
　前記帯域は、軸方向に延びたタブに位置し、これらタブは、インナー及びアウター・ガ
ス流路ダクトの端部から軸方向に突き出ている。
【００１８】
　この発明が容易に理解され、それによって、この発明のさらなる別の特徴が認識できる
ように、添付の図面を参照しながら、実施の態様により、この発明を記載する。
【００１９】
　添付の図面の図１をまず最初に参照すると、膨張するカーテンの形態のエアバッグ１は
、織物を２枚重ねた領域から形成されている。この膨張するカーテンの膨張する部分は、
周縁シーム２により区分されていて、このシームは、二つの主たる膨張する帯域３，４を
囲み、区分している。これら膨張する帯域の各々は、また別のシーム５，６によりシリー
ズになっている複数のセルに分けられている。前記２枚の織物層の一部は、互いに一体に
接合されているか又はワンピース織り技術が使用される場合には、一体に織られて膨張し
ない領域７，８になっている。
【００２０】
　前記膨張するカーテンの上縁９に複数の取り付け耳１０が設けられていて、これら耳に
よって前記膨張するカーテンが自動車の天井内の所定位置に取り付けられる。
【００２１】
　主要の又は主のガス流ダクト１１が上記のシームにより区画され、主要のガス流ダクト
内にインナースリーブ１２の形態をしたインナー・ガス流ダクトが挿入されている。この
インナー・ガス流ダクト１２には、複数の小さな孔があいている領域又は多孔状になって
いる領域１３をもつ領域が形成されており、この領域は、チャンバ３に連通し、さらに、
前記ダクトは、チャンバ４に連通する開口端部１４をもつように図示されている。
【００２２】
　ガス発生器１５が設けられていて、これは、膨張するカーテンの延長領域１６に接続し
ており、この延長領域には、主のガス流ダクト１１の端部とインナー・ガス流ダクト１２
の端部とが納められている。
【００２３】
　添付の図面の図２，３を参照すると、この発明による膨張するカーテンの延長領域１６
が図解されている。前記膨張するカーテンの他の部分の正確な構造は、この発明に直接関
係しないものであり、図１に示されているようなものである。前記突出した部分１６は、
主のガス流路ダクト１１の端部を構成するもので、この主のガス流路ダクト１１の内部に
インナー・ガス流路ダクト１２の端部が納められている。アウター・ガス流路ダクト１１
は、下方部が折り曲げられた一層の織物層から形成されたものとして図示され、上縁部に
おいては、シーム２により互いに接合された二つ重ねの領域をもつようになっている。前
記インナー・ガス流路ダクト１２は、上位にシーム２１をもつ同じ形状のものになってい
る。別の実施の態様においては、前記インナー・ガス流路ダクトは、シームレスの押し出
しもの又はセシームレスで織られたスリーブから作られる。
【００２４】
　前記インナー・ガス流路ダクト１２が前記アウター・ガス流路ダクト１２内にゆったり
納められていることが理解される。前記インナー・ガス流路ダクト１２を形成する織物は
、前記アウター・ガス流路ダクト１２の開口端部の領域において、前記アウター・ガス流
路ダクト１２に縫い取りなどによって固着されている。記載の実施の態様においては、二
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つの分かれた領域２２，２３において縫い付けられている。第１の領域２２は、図２に示
すように、延長された領域１６の前面側に設けられ、したがって、アウター・ガス流路ダ
クト１１の織物層の前面側及びインナー・ガス流路ダクト１２の前面側が延長された領域
１６の下位部に向け固着されている。第２の領域２３は、前記織物層の後面側にあり、か
くて、領域２３においては、延長された領域の上位部において、アウター・ガス流路ダク
ト１１の織物層の後面側は、インナー・ガス流路ダクト１２の織物層の後面側に固着され
ている。前記領域２２，２３は、ずれていて、互いに重なり合わない。
【００２５】
　前記インナー・ガス流路ダクトの織物層は、アウター・ガス流路ダクトの端部において
、アウター・ガス流路ダクトの織物層に固定されているからアウター・ガス流路ダクトを
ガス発生器に接続する場合、ガス発生器の噴射部が前記インナー・ガス流路ダクトと前記
アウター・ガス流路ダクトとの間の中間のスペースに挿入される危険が全くといってもよ
いほど減少する。前記噴射部を受け入れる唯一のスペースは、インナー・ガス流路ダクト
１２の内部のみになる。
【００２６】
　ここで図４から図７を参照すると、この発明の第２の実施の態様においては、インナー
・ガス流路ダクト１２は、アウター・ガス流路ダクト１１の端部を抜け出ており、インナ
ー・ガス流路ダクト１２は、二つの耳３０，３１が端部になっており、これら耳の各々は
、インナー・ガス流路ダクト１２の高さ寸法よりも全体に高く大きくなっている。耳３０
，３１は、図７に示されるように、折り返されて、アウター・ガス流路ダクト１２の外面
に重ねられ、二つの縫い付け線３３，３４が整合した前記耳のそれぞれの上縁と下縁にそ
って設けられている。整合した耳３０，３１及びさらにアウター・ガス流路ダクト１１を
形成する延長領域１６の周縁が縫い通される。耳３０，３１は、それぞれインナー・ガス
流路ダクト１２の高さよりも高いから、前記耳の自由端に近接して縫い付けても、実際に
はインナー・ガス流路ダクト１２を縫うことにはならない。
【００２７】
　前記耳３０，３１は、アウター・ガス流路ダクト１１の端部を構成する延長領域１６の
外縁を固着するだけであるから、ガス発生器の噴射部をインナー・ガス流路ダクト１２と
アウター・ガス流路ダクト１１との間の隙間に挿入してしまう危険がなくなり、この危険
を回避できる。
【００２８】
　図８から図１０は、この発明の第３の実施の態様を示すもので、この実施の態様は、図
４から図７のものと大差なく、前記耳の高さを短くしたものである。かくして、図８に示
す実施の態様においては、アウター・ガス流路ダクト１１から突き出るインナー・ガス流
路ダクト１２の部分は、二つの耳４０，４１をもつ形になっていて、各耳は、平らになっ
た状態においてはインナー・ガス流路ダクトの直径に等しいサイズになっている。上記し
た実施の態様においては、耳４０，４１は、アウター・ガス流路ダクト１１の端部より張
り出していて、図９，１０に示すように、延長領域１６の対向する側面に折り返されて重
ねられ、かくして、アウター・ガス流路ダクト１１の外側面に重ねられる。各耳は、それ
ぞれ別個な縫い付け（又は他の適当な手段）により前記耳が接触しているアウター・ガス
流路ダクトの端部を構成する織物層に取り付けられる。かくして、図１０に示すように、
耳４０は、アウター・ガス流路ダクト１１の前面側に折り重ねられ（図１０に示すように
）、縫い付け４２によりアウター・ガス流路ダクト１１を形成する織物層の前面側の層に
取り付けられる。同様に、耳４１は、アウター・ガス流路ダクト１１の後面側の織物層に
折り重ねられ、図１０には示されていないが該後面側の層に縫い付けられる。
【００２９】
　このようにして、ここでもまた、インナー・ガス流路ダクトの織物層は、前記アウター
・ガス流路ダクトの端部において、アウター・ガス流路ダクトの織物層に取り付けられ、
噴射部が不適正に取り付けられたり、配置されたりする危険をなくす。
【００３０】
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　図１１と図１２とは、この発明の別の実施の態様を示すもので、部分的には、図４から
図７に類似している。
【００３１】
　図１１の実施の態様においては、インナー・ガス流路ダクト５０が設けられていて、こ
のインナー・ガス流路ダクトは、前記ガス流路ダクトの端部よりもはみ出る寸法になって
いて、端部が二つの耳になっていて、図１１には、一方の耳５１のみが見えるようになっ
ている。これら耳それぞれは、インナー・ガス流路ダクト５０の高さ寸法よりも高くなっ
ている。各耳は、一方の者５２しか示されていない折り返し線にそってアウター・ガス流
路ダクトの外面に折り返されるもので、この点については後記する。
【００３２】
　折り返し線５２の中央部に溝５３が設けてある。この溝の目的は、後記する。
【００３３】
　耳５１の中央部に四角な孔５４があいている。同じような孔５５がインナー・ガス流路
ダクト５０の壁にも設けられている。これら孔５４，５５は、折り返し線５２を境として
両側に同じ距離をもって位置している。
【００３４】
　前記二つの耳のそれぞれには、折り返し線にそって溝が設けてあり、それ以外の部分は
、インナー・ガス流路ダクト５０につながっていて、各耳には、孔が設けられ、前記ガス
流路ダクトの側壁には、二つの孔が設けられていることを念頭におくべきである。
【００３５】
　インナー・ガス流路ダクト５０は、膨張する要素６０と共に使用されるべきものであり
、該要素の一部は、図１２に示すように、主又はアウター・ガス流路ダクト６１を構成し
ている。この主又はアウター・ガス流路ダクト６１の終端部には、孔６２が設けてあり、
さらにまた、前記ガス流路ダクトの端部には、二つのタブ６３が突出し、各タブは、比較
的せまい頸部６５を介してエアバッグの一部に接続する拡大頭部６４を有している。
【００３６】
　インナー・ガス流路ダクト５０を主のガス流路ダクト６１に挿入する。インナー・ガス
流路ダクト５０が所定位置に挿入される際、アウター・ガス流路ダクト６１に設けられた
前記タブ６３が耳５１とインナー・ガス流路ダクト５０の主の部分との間の折り返し線５
２に形成された溝５３から抜け出す。耳５１のような耳は、ついで、アウター・ガス流路
ダクト又は主のガス流路ダクト６１の外面へ折り返される。タブ６３が溝５３から抜け出
しているので、インナー・ガス流路ダクトは、アウター・ガス流路ダクト又は主のガス流
路ダクト６１内に挿入され過ぎないようになっている。
【００３７】
　耳５１のような耳は、折り返し線５２にそって折り返され、このようにして耳がアウタ
ー・ガス流路ダクト又は主のガス流路ダクト６１の外面に重ねられる。互いに位置が揃っ
ているそれぞれの耳の上縁と下縁にそい二つの縫い付け線６６，６７が設けられる。互い
に位置が揃った耳及びアウター・ガス流路ダクト又は主のガス流路ダクト６１の周縁が縫
い合わされる。前記耳は、インナー・ガス流路ダクトの高さよりも高くなっているから、
そして、前記耳の自由端にそって縫い合わされているから、前記インナー・ガス流路ダク
ト５０は、実際に縫い合わされない。
【００３８】
　理解すべき点は、前記耳が折り返されたとき、上記した孔の位置が互いに正合する点で
ある。かくして、耳５１の場合、この耳に設けられた孔５４は、アウター又は主のガス流
路ダクト６１の側壁に設けられた孔６２に正合し、さらに、インナー・ガス流路ダクトに
設けられた孔５５に正合する。かくして、組み立て操作の間、互いに正合し合った孔にフ
ックを通すことができ、このフックは、別の孔５６（又は前記二つの孔と共に二つの別の
孔を設けてもよい）に係合でき、インナー・ガス流路ダクト５０を適切な位置に配置でき
る。この点は、組み立て操作及び／又は後続の折畳み操作の間望ましいことである。位置
が合った前記孔は、また、例えば、エアバッグ内に内視鏡又は類似の装置を挿入して、イ
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ンナー・ガス流路ダクトが適正に挿入されているか否を点検するためにも使用できる。認
識すべきは、ガス発生器を所定位置に取り付ける際、互いに位置が合っている孔は、ガス
発生器又はガス発生器のハウジングで覆われる点である。かくして、前記エアバッグが膨
張する間、前記位置が合った孔からの漏れはない。
【００３９】
　図１３は、この発明の別の実施の態様を示す。この発明の実施の態様においては、イン
ナー・ガス流路ダクト７０が設けられている。このインナー・ガス流路ダクトの端部には
、二つの軸方向に延びるタブ７１，７２があり、これらそれぞれは、インナー・ガス流路
ダクト７０の端部から軸方向にはみ出ている。前記タブは、同じ寸法と形状のもので、イ
ンナー・ガス流路ダクト７０の対向する側面にある。
【００４０】
　上記した実施の態様の場合のように、インナー・ガス流路ダクト７０は、膨張するカー
テンの形態になるエアバッグの一部を形成する主又はアウター・ガス流路ダクト８０内に
挿入されるものである。アウター・ガス流路ダクト８０には、その端部に二つの軸方向に
延びた同一のタブ８１，８２が設けられている。タブ８１，８２は、主又はアウター・ガ
ス流路ダクト８０の対向側面に位置する。
【００４１】
　インナー・ガス流路ダクト７０が主又はアウター・ガス流路ダクト８０の内部に配置さ
れると、インナー・ガス流路ダクト７０の対向側面にあるタブ７１，７２は、主又はアウ
ター・ガス流路ダクト８０の近接するタブ８１，８２に位置が合う。第１の縫い付け線８
３でタブ７１とタブ８１とを縫い付け、第２の縫い付け線８４でタブ７２とタブ８２とを
縫い付ける。互いに接合されたラブは、ガス発生器をエアバッグに取り付ける際に外側へ
折り返される。これらタブの存在により縫い付け操作が楽になる。
【００４２】
　この明細書において、“を備える”は、“を含み又はからなる”を意味し、“備えるこ
と”は、“を含むこと又はからなること”を意味する。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】膨張するケーテンの一つの実施の態様の説明図。
【図２】この発明による膨張するカーテンの一部の説明図。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線にそう断面図。
【図４】この発明の別の実施の態様の一部の断面図。
【図５】図４に示す態様の斜視図。
【図６】出来上がり状態を示す図４に相当する図。
【図７】図６に相当する斜視図。
【図８】この発明の別の実施の態様を示す斜視図。
【図９】別の状態における図８の実施の態様の説明図。
【図１０】図９に示す実施の態様の斜視図。
【図１１】この発明のさらに変えられた実施の態様におけるインナー・ガス流路ダクトを
示す図。
【図１２】エアバッグに装着された図１１のインナー・ガス流路ダクトを示す図。
【図１３】この発明の別の実施の態様の一部の斜視図。
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